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9月12日（日） 

備品管理  道具整備 

12：4０～14：３０ 

 

◆参加者：8名 

◆内容：今年度は、草刈りが必

要な初夏初秋を見据えて年２

回の道具整備の予定だったの

ですが、6 月はコロナ禍で中止、

9 月予定の今回も、一旦は台風

10 号で延期となりました。こ

の日も、朝は大雨注意報が出る

ような天候でしたが、午前中の

うん・えー会の後、午後は作業

に支障のない空模様となりま

した。まずは備品倉庫から作業

場所のレクチャールームに、整

備する道具と整備に使う用具

（コロナ対策用の消毒液も）を

運ぶのですが、ベテラン揃いの

メンバーは段取りを説明する

やいなや作業を開始。今回の主

目的は、草刈りに活用するカマ、

ハサミ類の研ぎ出し（中厚鎌

12 本、長柄鎌 3 本、剪定鋏

20 本、刈込鋏 5 本）。カマは

グラインダーで荒研ぎした後

に砥石で仕上げます。ハサミも

砥石で一本一本丁寧に研ぎま

した。会員の 3 歳になるお子

さんも、砥石を運んだり、整備

用に汲み置きしたバケツの水

に砥石を浸したり取り出した

りと、お手伝いしてくれました。

作業は皆さんの協力により、予

定時刻より早く終了すること

ができました。次回の草刈りで、

切れ味を確かめるのが楽しみ

です。 

【ふりかえりより】 

・刃物の研ぎが出来て、草刈り

準備 OK です。 

・剪定鋏を研ぎました。研ぎ方が

やや不安でしたが、少しは切れる

ようになったかな。 

9月27日（日）        

安全講習会  

9：３０～15：30 

◆参加者：18名 

◆内容：当日は夏の暑さも過

ぎ去り、過ごしやすい天候と多

くの参加者に恵まれました。 

座学では、森会の活動は常に危

険と隣り合わせなので、安全に

作業するための知識を皆が身

につけて、お互いに注意しあい

ながら作業に取り組むことが

なにより大事なことを確認し

ました。そして、特に大きなケ

ガにつながりやすい伐木作業

について、準備段階から受け口、

追い口切り、伐倒後の枝払いや

掛かり木処理の際の注意点な

ど、安全に伐倒する為の手順に

ついて学びました。 

質疑応答の後は、伐倒時のロ

ープ掛けにも使うロープの結

び方（「引き解け結び」や「も

やい結び」）をみんなで練習し

ました。中々すんなりとはいか

ず、子どもたちも大人も皆四苦

八苦しながらも楽しく学ぶこ

とができました。また、ロープ

ワーク後はベテラン会員直伝

の斜面の歩き方講座もあり、皆

さんも納得といった表情で午

前中の座学を終了しました。 

午後はアカマツ林へ移動し、

まずは講師より各道具の役割

と使い方、使用上の注意点につ

いて説明がありました。特に大

鎌、刈払機は周囲の人に十分注

意が必要とのことでした。その

後 D 地区に移動し、直径 20

㎝超えのスダジイの除伐の実

習です。木の重心の判断と伐倒

方向の決め方、周囲の状況確認

や足場と退避場所の確保とい

った基本事項の確認を行った

後、経験の浅い会員を中心に受

け口、追い口切りに挑戦。伐採

前の準備作業をしっかり行う

大切や、斜面で水平に切る難し

さ等を体感して頂けたと思い

ます。 
 また、途中からはさらに 2

班に分かれて、1 班はベテラン

会員を中心に A 地区階段下付

近の直径 18 ㎝ほどのサクラ

の木を、もう 1 班は子どもた

ちを中心に同じく A 地区の 

直径 10 ㎝ほどのサクラの木

を伐採する実習を行い、見事に

狙い通りの方向に伐倒できま

した。さらに、ベテランチーム

は、A 地区階段下付近のヤマウ

ルシとハゼノキ、長年懸案事項

となっていた大きなスダジイ

のこれまた大きな横枝を高枝

切りバサミを駆使して切り落

としており、さすがでした。 

その後、切り戻しと枝処理を

行ったところで時間も来たた

め作業終了し、片付け、作業の

振り返りをしました。その後セ

ンターに戻って道具整備後、解

散となりました。なお、一部残

った玉切り等の作業は後日の

作業で実施予定です。 
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【ふりかえりより】     

・今日は初心にもどれてとても

良かった。 

・立っている木を切るのが初め

てで簡単そうだったけどむず

かしかったです。 

 

・安全に伐木を行うため、今日

教わったことをよく覚えてお

こうと思います。自分で受け口

をつくるには練習が必要と思

いました。 

10 月 4 日（日） 

９：３0～１５：3０ 

アカマツ林 

(草刈り、萌芽枝切り) 

◆参加者：10名 

◆内容：ススキの穂や少し色づ

き始めた広葉樹に秋を感じる油

山ですが、今日は爽やかな秋晴れ

の下とはいかず、曇りで気温も高

め、風もなく、なかなか厳しい天

候での作業となりました。 

自然観察センター前に集合

し、参加者全員が揃ったところ

で、予定通り9時半からその場

でミーティング。その後炭焼き

窯前に道具を運び、準備運動を

行ってから、作業区域に移動し

ました。 

今日の作業はＡ～Ｆ地区の

うちＡ～Ｃの草刈りと萌芽枝

切りです。Ａ，Ｂ地区４名、Ｃ

地区６名の２班に分かれ、水分

補給してから作業に取り掛か

りました。およそ半年ぶりの整

備作業。草は伸び放題、萌芽枝

も勢いを盛り返しています。ア

カマツ林、保護植物も丈の高い

草に埋まって見えなくなって

いる状況でした。Ａ，Ｂ地区で

はまずは剪定鋏と中厚鎌で幼

木等を傷めないよう丁寧に周

囲の草を除いていきました。手

袋や衣服を通してチクチク刺

さるトゲのある草に手こずる

作業となりました。Ｂ地区奥の

手ごわい場所は刈払機で刈り

ました。Ｃ地区にはシダ等の草、

萌芽枝が一面に繁茂。遊歩道脇

から下、埋まってしまっていた

作業道に至るまでの斜面を長

柄鎌や刈払機も使って、アカマ

ツの幼木や保護植物を傷めな

いように注意を払いながら、上

から下から広範囲に刈ってい

きました。硬く太い草、刈った

後の塊、60度はあろうかとい

う急斜面にも苦戦する作業と

なりました。 

 草に埋まっていたアカマツ

幼木を見つけるごとにテープ

でマーキングしていったので

すが、その数は30本以上にも。

森を見渡し作業の振り返りを

しながら、みんな疲れと達成感

を味わっていました。刈り残し

た部分もありますが、それは次

回として、今日の作業は予想以

上に捗りました。みんなの力が

合わさるとスゴイ！と感じる

一日でした。 

【ふりかえりより】 

・刈払機を満喫しました。疲れ

ました。 

・シダ類の刈り込みは結構手ご

わかった。汗かきました。 

・少し残ったのが残念ですが、

見事に刈られた風景は感無量

です。 

10月17日（土） 

カブトムシの森 

（草刈り、植生調査） 

９：３０～１５：４０ 

◆参加者：９名 

◆内容：予報通り秋晴れとな

って、楽しく作業することがで

きました。越冬のため渡ってき

たジョウビタキの声が、子供広

場辺りから聞こえていました。 

センター前にて事前打ち合

わせ、安全事項の確認、道具準

備、準備体操をして、カブトム

シの森休憩小屋へ向け出発。 

今日は先日追加購入した分と

合わせて刈払機２台体制で作

業することになり、A 地区と B

地区に分かれて使用しました。 

A 地区は午前中１名が湿地上

部から下部へ、午後は他の会員

１名が残った部分から東側へ

向けて刈っていきました。B 地

区は終日１名で西側斜面と遊

歩道東側斜面を刈りました。 

他のメンバーは A 地区で従来

からの手道具による草刈りで

すが、主に長柄鎌、刈込鋏を使

って効率よく、且つ保護植物を

誤って刈らないように注意し

ながら作業しました。 

前回やり残した北西部分のサ

サ等が繁っていた所と、南西入

口からの遊歩道周辺とを綺麗

に刈り取ることが出来ました。 

これまで毎回刈り残しが多か

ったのが、今回刈払機を本格的

に使用したことで、ほぼ所期の

目標どおり刈ることが出来ま

した。特に湿地周辺がスッキリ

して、これまで目立たなかった

コヤブデマリがすっくと立っ

ていたのは感動的でした。B 地

区の懸案だった西側斜面を一

人で処理出来たことと併せて、

刈払機は今後の作業でも活躍

が大いに期待されます。 
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 一方、植生調査班は昼食後に

調査区の区画を張り、13 時か

ら調査開始。５ｍ×５ｍの区画

４つを調査し、調査方法は蕾、

花、果実の付いている植物の種

類と被度を調べました。 

今回の調査では２７種確認

できました。今回、初めて出現

した種類としてシソ科ＳＰ（不

明種）が見られました。今回の

調査区は夏の草刈りでササや

草丈の高い種を除草していた

ので調査がしやすかったです。

【ふりかえりより】 

・心配していた雨も上がり、素

晴らしい秋晴れの中、草刈りを

楽しみました。 

・刈払機でかなり広範囲にＡ地

区の草刈りができました。腰が

イタイ。 

・Ｂ地区西斜面を全て刈ること

が出来満足です。刈払機を力任

せに使い、その威力を実感！！ 

・良い運動していい汗かきまし

た。 

・午前、町内一斉清掃後、調査

だけ参加させてもらいました。

急に秋めいてきました。いつも

半日だけの参加ですが（体力に

あわせ）あたたかく迎えてもら

いありがたいです。 

・調査を続けてきたなかで少し

ずつであるが出現種が増えて

きています。森の更新（全伐）

が進み、林床が明るくなるとど

んどん新しい種類が出現して

くることが楽しみです。 

１１月７日（土） 

カブトムシの森 

（クヌギ伐採） 

９：３0～１５：３０ 

◆参加者：４名 

◆内容：今後のクヌギ伐採を円

滑に行えるように選木した、少し

太目のもの２本と、榾木用の細い

もの１本を伐採しました。 

作業は９月２７日の安全講習

の復習ということで、ロープ掛け、

安全作業５項目を実施した上で

伐倒に臨みました。チェーンソー

を使うと、伐り始めから倒すまで

があっという間で一同感嘆しき

りでした。 

 

 遊歩道に掛かった部分を処理

して、後は現地でそのまま葉枯ら

しをして、２月のシイタケ菌駒打

ちで利用します。 

 カブ森は萌芽更新に向けて待

った無し。今後伐採を加速させね

ばならないので、草刈りに続いて

伐倒でも機械化を検討する時期

に来ているのかと思いました。問

題は材処理作業と材の有効活用

です。今後うん・えー会で話し合

っていきましょう。 

【ふりかえりより】 

・作業途中で霧雨が降り出す中、

クヌギ３本の伐倒に参加、ロープ

掛けや切り口のマーキング等勉

強出来ました。 

・久しぶりの伐倒だったが、チェ

ーンソーを使えば１０分程度で

倒せるのにビックリした。 

１１月２１日（土） 

アカマツ林（草刈り、 

萌芽枝切り、広葉樹除伐） 

９：３0～１５：３０ 

◆参加者：１０名 

◆内容：爽やかな秋晴れとなり

絶好の作業日和のなか、草刈り・

萌芽枝切り６名、広葉樹の除伐４

名の２班に分かれて作業を行い

ました。いずれの作業も、日当た

りを良くしてアカマツの実生を

増やし、幼木を大きく育てること

が目的です。また、来園者に気持

ちよく散策してもらうためでも

あります。 

草刈り・萌芽枝切りは急傾斜地

のＣ・Ｄ地区と尾根沿いの遊歩道

脇が作業エリア。午前中に前回の

活動で刈り残したＣ地区の下部

から中腹と作業道沿い、遊歩道脇

を手鎌や刈払機で刈りました。午

後からは2台目の刈払機を投入

して、計画外だったＤ地区も刈り

進みました。精力的な作業の結果、

目立っていた背の高い草や萌芽

枝もほぼなくなりスッキリしま

した。草に埋もれていた作業道も

よみがえり、遊歩道も歩きやすく

なりました。 

一方の広葉樹の除伐はＤ地区。

先ずアカメガシワ、リョウブの小

灌木を伐ったあと、下部直径が

30cm程のコナラの伐倒にかか

りました。伐倒方向には保存樹の

タムシバ、コシアブラがある為、

その間隙を狙って倒す必要があ

りました。慎重に受け口の位置を

決め作業開始。その結果、保存樹

を傷めることなく見事狙い通り

にコナラを倒し、枝処理をして午

前中の作業を終了。午後は直径

25cm程のクヌギを伐りました。

追い口切りの位置が若干高めと

なったぶん時間がかかりました

が、こちらも狙い通りの方向に倒

して枝処理まで完了。除伐により

更に明るい空間になりました。 

 作業範囲が広く作業量が多か

ったことに加え、急斜面で足を踏

ん張りながらの作業に、皆体力を

使い切るほど疲れてしまいまし

た。少し頑張り過ぎたかもしれま

せんが、その分達成感もあり、作

業後に眺める景色に満足できた

一日でした。遠望の宝満や三郡の

山並みも見通しやすくなった気

がします。 

【ふりかえりより】 

・久しぶりの活動でした。遊歩道

もキレイにできましたし、斜面の

シダもスッキリして、とても達成

感のある１日でした。 
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「カブトムシの森  

林床植生調査」 
カブトムシの森の A 地区では、保全活動が林床

植生に与える影響を調べるために、林床植生調査

を行っています。2015 年度から年 2 回（春と夏）、

あまり種が見られなかったため、2016 年度から

春と秋に行っています。 

今年度は春（4 月１８日）、秋（10 月１７日）

を予定していましたが４月中旬からコロナ禍のた

め活動自粛となり、春の調査は泣く泣く見送り、

実施したのは秋の調査だけとなりました。 

調査は、10m×10mの調査区を４つに分けて、

５m×5m の区画４つ（調査区Ⅰ～Ⅳ）で行いま

した。蕾・花・果実が見られる種を記録すると共

にそれぞれの植物の被度の計測を行いました。  

被度は、階級の大きい方から、5、４、３、２、  

１、＋の５つに分けられます。 

 

 秋の調査表を次のページに示しています。 

今年の秋の調査では、１７種類を確認する事がで

きました。多くは、過去の調査で見られた種です

が過去４年の出現種数を比べて見てみると微増で

すが種数が増えていることが伺えます。 

今年の秋の種数はグンと減りましたが１種だけ

新しいシソ科のニガクサが加わりました。 

 

 

 

 

調査の様子 

昨年より種数が少ない原因は調査でカウントする

対象が「蕾」「花」「果実」が見られる種だけであ

り、その年の気象条件に大きく左右されるためと

思われます。 

 

■過去４年の出現種数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カブトムシの森は、一斉伐採を行うなどの大きな

攪乱を行わず徐々に伐採を進めてきたのに合わせ

て徐々に増加傾向にあるように見えます。 

昨年より実施している新五ヶ年計画では、5 年を

かけてクヌギを全伐し、クヌギの更新とその他の

植物種を多様化するための方策を検討・実施して

いきます。 

 

 

 

今年初見の「ニガクサ」



 

実施日：

科名 種名 区画Ⅰ 区画Ⅱ 区画Ⅲ 区画ⅳ 形態

イネ科 チヂミザサ `+ `+ `+ `+ 花・果実

フウロソウ科 ゲンノショウコ `+ `+ `+ `+ 果実

カヤツリグサ科 ナキリスゲ `+ `+ `+ 果実

タデ科 ミズヒキ `+ `+ `+ `+ 果実

マメ科 ヌスビトハギ `+ `+ 果実

バラ科 ダイコンソウ `+ `+ 果実

イネ科 アシボソ `+ `+ `+ `+ 花・果実

ツユクサ科 ツユクサ `+ `+ `+ 花・果実

マメ科 ヤブマメ `+ `+ 果実

タデ科 ハナタデ `+ `+ 花

ヒユ科 ヒカゲイノコズチ `+ `+ 果実

バラ科 フユイチゴ `+ `+ `+ `+ 果実

アカネ科 ヘクソカズラ `+ 果実

キク科 ヨモギ `+ `+ `+ 花

キク科 シュウブンソウ `+ `+ `+ 果実

シソ科 ツルニガクサ `+ 果実

シソ科 ニガクサ `+ 果実

被度階級の階級値

5 3/4以上 Ⅳ Ⅲ

4 1/2～3/4 Ⅰ Ⅱ

3 1/4～1/2

2 1/4～1/10

1 10％未満1％以上

＋ 1％未満

1.6ｍ四方

0.5ｍ四方未満

カブトムシの森　林床植生調査

被度の階級値

調査5m四方

2020/10/17
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油山のお仕事日記 

「たき火」 

油山市民の森・自然観察指導員 小川真樹 
 

冬こそ森に出かけたい。静かだし、空気がきれいな

気がするし。そんな季節におすすめな森の過ごし方が

「たき火」です。今は気軽にできなくなりましたね。

市民の森のキャンプ場の使い方として、これからおす

すめしていきたいなと思っています。バーベキューの

ように準備も手間もいりません。ただしコーヒーを飲

めると至福ですので、そのくらいの準備はしてみます。 

 

□マッチかライター 

□インスタントコーヒー（スティックタイプが便利） 

□コップ 

□やかん 

 

以上です。コーヒーは魔法瓶でいいやとなれば、もは

やマッチだけでもOKですね。薪は現地調達が楽しい

です。乾いた枯れ枝があちこち落ちてますので適当に

拾って、着火の際にはよく燃える杉葉がベストです。

キャンプ場は杉の林なので簡単にゲットできますよ。

薪の組み方はいろいろな本にいろいろ書いてあります

が、下から、杉葉→小枝→太い枝の順に積んでいけば

だいたいOKです。コツはぎっちぎちのぎゅうぎゅう

に積めこみ過ぎないことでしょうか。ふんわり積んで

いけば、組み方は何でも良い気がします。そして着火

です。基本的にはパタパタあおがなくても自然に火は

大きくなります。大きくならずに消えてしまう原因は、

枝が湿っている、ぎっちぎちに詰め込みすぎている、

小枝が足りない、そんなところです。あとはじっくり

火と遊びましょう。薪をくべたり、湯を沸かしてコー

ヒー飲んだり。読書もいいですね。豊かな時間を過ご

せます。薪拾いのためには 4～5 日お天気が続いた時

にお越しください(^^)/なお、キャンプ場は事前予約の

うえ、ルールを守ってご利用くださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世話役から」 

事務局 林 靖男 

〇森会入会 

事務局について記する前に、私が入会した頃を振り

返ってみました。 

初参加は、2004年 12月 4日開催の「やってみよう、

油山の森づくり」。参加者は私 1名でした。その日に即

入会。当時既に 60才。まさに「60の手習い」。 

植物(樹木や花々)、鳥、蝶や動物等に関してはもとより、

自然や森に関しても全くの未知。「何とかなるだろう♪

♪」の心境でした。 

〇事務局の仕事の変遷 

事務局の仕事の移り変わりについて、私が初めて担

当させていただいた頃と、現在の仕事について記して

みたいと思います。 

〇担当当初 

2008年度から。事務局のメンバーは 4人。 

入会してから僅か 4年目にして何故か事務局を担当さ

せていただくことになった。先述したように知らない

ことばかりの私にはどう考えても重すぎる仕事だ。 

しかし再び「何とかなるだろう♪♪」の心境でした。 

仕事の内容－①うん・えー会の開催とMLリストによ

る報告(奇数月開催、年 6回) ②会報「森ものがたり」

の印刷、発送(全会員他へ紙での発送でした) ③会員関

連―入会事務、ボランティア保険の手続き、ML管理

④世話役活動の振り返り纏め(年 1回) ⑤アンケート

調査と纏め(年 1回。会員の意見、要望等により森会と

しての方向を決めるために実施した) ⑥渉外－御指

導をいただく各講師や各種団体との交渉 ⑦備品管理、

薬品管理 ⑧各種調整 

〇時の流れと共に 

担当してからはや 12年が過ぎた。事務局のメンバー

は私 1人。仕事の内容も大きく変わった。 

前述の① (年 4回になった) ③次年度の会員募集案内 

そして④が主な仕事。 

これ以外の仕事は他の会員の皆様に夫々分担担当して

いただいており感謝の気持ちで一杯です。 

これからも、森会の発展のために微力ながら尽力でき

れば・・・と思っています。 
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うん・えー会報告 
2020年9月12日(土) 9:30～12:00 

出席者－9名 

1. 役割決定、資料確認 

2.. 7～9月 活動報告(詳細は、会報第135号参照) 

・7/5(日) カブ森作業  

  草刈り機の有効性が確認できた。安全管理が大切。  

・7/19(日) カブ森・草刈、昆虫調査 

・8/2(日) 削り馬体験会    

・8/16(日) 木工教室    

 参加人数が少なかった。 

・9/12(土) うん・えー会、備品管理 

 カマ、剪定鋏、刈込鋏など研いだ   

3. 9～12月 活動予定 

・9/27(日) 安全講習会 

・10/4(日) アカマツ林作業 

・10/17(土) カブ森作業、植生調査 

・11/7(土) カブ森作業 シイタケコマうち榾木作り 

・11/21(土) アカマツ林作業 

・12/5(土) うん・えー会、椎茸コマ打ち（要日程調整） 

・12/13(日) 納会 

  新型コロナウイルス対策のため食事は作らない 

4. その他 

4-1 4～8月 活動実績報告 10人/回 

4-2 刈払機について 

追加で1台購入する 

使用に際してー来園者への配慮。安全管理の徹底。 

２人１組で作業する。 

 平日での特別活動としての作業実施案が出たが、現状

通りとすることで決定した。 

4-3 森会広報関連物に関する、個人情報保護について 

① 会報「森ものがたり」の実名表記について 

活動報告、うん・えー会報告、振り返り等の記事に

は、実名を載せない。 

 例外－特集&コラム執筆者名、編集担当者名については、

本人の希望により記載。 

② 会員のみを登録しているメーリングリストによる発

信文書(本うん・えー会議事録等)は、実名を載せる。 

4-4 森会広報関連物への希少生物関連の記載について 

希少生物については、その保護のため公表しない。世話

役が会員向け活動報告を書く段階で記載しない。 

原稿の段階で、センター長がチェック。 

4-5. コロナ対策－下記項目を実施する。 

・入口で検温、手指の消毒 

・道具は終了時に消毒   

・個人で使う道具は終了時まで同一人使用とする。 

・消毒液(スプレー)を購入する。 

5. 発送作業  ①会報第135号 

活動予定（2020年12月～）   
★〈作業〉〈調査〉〈観察〉は小雨決行 

〈うん・えー会〉〈勉強会〉は雨天決行  

活動時間：9:30集合 ～ 15:30解散 

★荒天の場合はセンターまでお問い合わせください。 

★活動内容は、当日の参加人数、天候等によって変更に

なる場合があります。 

★〈作業〉の標記のある日の服装は「森会スタイル」（長

袖、長ズボンで安全に作業ができる動きやすい服装）

でご参加ください。 必要な持ち物は 

いぼ付軍手・帽子・タオル・弁当・飲物・おやつ・筆

記用具の他、必要に応じて着替え・雨具をご持参くだ

さい。 

 

１２月１３日（日）納会・アカマツ林作業 

納会 

カブトムシの森、アカマツ林にて今年の作業を振返り、

これからの作業に思いを巡らす 

アカマツ林作業 

新春の団体受入の作業の準備をします 

 

１月１０日（日）アカマツ林作業 

Ｄ，Ｅ地区での広葉樹の除間伐及び作業道補修用材の

確保を行います。 

 

１月１７日（日）カブトムシの森作業 

除伐、草刈り、落ち葉掻きをします。 

 

２月７日（日）アカマツ林幼木調査 

B地区の調査区画での調査とA～Fの各区でマーキン

グしているアカマツ幼木の大きさなどを計測する調査

を行います。 

 

２月１４日（日）カブトムシの森作業 

シイタケ駒打ちをします。 

 

３月７日（日）総会（年度末うん・えー会） 

当年度議題ー活動実績報告、世話役振り返り、会計報

告、次年度議題－役員、会員、活動、予算等の関連 

 

３月２１日（日）アカマツ林作業 

Ｄ，Ｅ地区での広葉樹の除間伐及び作業道補修を行い 

ます。 

************************************************** 

油山自然観察の森 森を育てる会 

会報『森ものがたり』 季刊 

編集担当：川上寛、西岡恵子、鎌田隆、静間純、 

松雪清人 印刷担当：小川真樹 

************************************************** 

-8- 


